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特集

特集
実務負担を軽減するために何をすべきか

新リース会計基準における
連結決算の対処法
貸手と借手の会計処理の対称性に注目
新リース会計基準が
連結決算に与える影響
対称性の阻害要因を除去できるかが鍵
連結会社間ファイナンス・リースの
負担軽減と対処法
内在する非対称性にどう対応する？
連結会社間オペレーティング・リースの
負担軽減と対処法
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國見　琢
2027年４月開始年度から強制適用となる新リース会計基準では、貸手と借手の会計
処理が異なることとなるため、連結グループ間のリース取引の会計処理が、現行基準よ
り複雑になり、実務負担が増加することが予想される。本特集では、新リース会計基準
における連結決算について、基本的な修正仕訳を説明したうえで、どのように借手と貸
手の会計処理が対称的になるようにして、実務負担を減らすことができるか、また、対称
性の阻害要因が除去できない場合の現実的な対処法も含めて、解説していただいた。


